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【I’m possible につい
て 】
私たちI’m possible はパラスポーツの普及を図り、共生社会の大切さへの理解を
深めるために作られた団体です。メンバーは中学生と高校生で、生徒を中心に活

動している有志団体です。

I'm possibleの起源
I’m possibleの発足は2021年9月で、岐阜県に本社を置く株式会社松永製作所から数
台の車いすバスケットボール用車椅子を提供していただいたことから始まりました。

当初の活動は、学校においてある車椅子の空気入れのみでしたが、次第に、その車

椅子を使って校内に車いすバスケットボールなどのパラスポーツの知識や楽しみを

広める他、自らがパラスポーツの現場での運営や設営などの、ボランティア活動も

行うようになっていきました。

“I’m possible” 名前の由来
身体障がい者は時として、障がいを理由としてスポーツなどのアクティビティが
「impossible/不可能」になってしまいます。
しかしそこに「魔法のアポストロフィー」をつけることによって「I’m possible /   
可能」にすることができます。国際パラリンピック協会のI'm possibleを参考とし
て、私たち自身がこの「魔法のアポストロフィー」のような存在になれるようにと

いう意味でこの名前がつけられました。

主な活動
私たちはイギリスと日本を拠点として活動しています。パラスポーツ大会の設営・

運営などのボランティア活動、パラスポーツの普及活動、学校の車椅子のメンテナ

ンス、パラスポーツ関連の施設訪問を行っています。

【活動の目的】
日本と海外の架け橋になり、「日本なりの共生社会」を実現させること

国際的に活動してきた私たちだからこそ培うことができた視点で、「障がい者」も「健常者」と共に生きていけ
る社会を構築するための考え方を広めていきたいと考えています。

これまで主にイギリスと日本という2つの拠点で活動を行ってきて出会った選手たちや、運営の人たちとの関わ
りで得た学びから、今の日本が「共生社会」を目指すために必要なこと、そもそもの「共生社会」の形などにつ
いて議論を重ねてきました。そこで私たちがたどり着いた私たちなりの答えを少しずつでも広めていくことで、
障がい者がより生きやすい世の中を作ることができると考えました。

私たちなりの「共生社会」
私たちは「共生社会」＝「共有社会」だと考えています。1つのものを共有する、1つの場所を共有する、1
つの感情を共有する。人は何かを「共有する」ことによってお互いへの理解を深めていくことができます。そこ
でお互いが助け合う「共生社会」を実現できると考えました。「共に生きる」というとどこか抽象的で難しい目
標に聞こえてしまいますが「共に有する」というとより具体的で、目指せる目標になります。

「共生社会」を構築するうえで、助け合うということはとても重要です。一般的に「健常者」が「障がい者」を
どうしたら助けられるかという議論がなされますが、私たちはサポートを受ける側の人たちに着目しました。

日本とイギリスでの活動を通しての気づきの1つに「サポートを受ける側の感情の差」というものがありました。
日本では、サポートを受ける側の障がい者の、サポートを与える側の人間に対しての「申し訳ない」という感情
がより多く見受けられました。それに対してイギリスでは障がい者は「申し訳ない」というネガティブな感情よ
りも「ありがとう」というポジティブな感情を持っているように感じました。イギリスでは、障がい者は自分の
障がいに対して、他人に迷惑をかけるものという認識はあまりありませんでした。

私たちはこの気づきを日本に広め、より障がい者が暮らしやすい「共生社会」を発信する

ことを目標としています。

【活動内容・実績】

【今後の展望】
私たちの考えを日本に広めていくために：

イギリスでより多くの経験を積む
・ボランティアの参加

・選手、運営スタッフなどの人との関わり

日本でボランティアに参加
・学んだことを活かす機会

・様々な人との交流を通して、考えを日本社会に広める

広報活動
・自分たちの活動を広める活動を始める。（SNSやウェブサイト）

これによってより多くの幅広い人に広めることができる。

〈ギフマツナガカップ〉
2021年12月に株式会社松永製作所主催で開催された車いすバスケッ

トボールの大会「ギフマツナガカップ」にボランティアとして参加し
ました。現在の高3生5人が現地に行き、会場設営、記念品授与、選手
のスケジュール管理などの仕事をしました。
また大会の前日には松永製作所の本社を訪問し、実際に車椅子を作

っている工場や、出荷する様子を見学しました。

これが私たちにとって初めての車椅子の公式大会でしたが、一流の
パラスポーツ選手の方たちとの関わりから、スポーツに対する向き合
い方、障がいとの向き合い方、ポジティブな思考法など、たくさんの
ことを学ぶ良い機会でした。この経験から、私たちは、何においても、
事柄に対する「受け止め方」がとても重要だと学びました。

企業提携！

〈Sussex FA Disability Football League〉
2023年5月にSussex FAによって開催されたDisability Football 

Leagueにボランティアとして参加しました。この大会は軽度の障
害を持った13歳以下と16歳以下の子供のための試合で、私たちの
仕事は主に、試合進行のサポート、記念品授与でした。
本来は運営側のボランティアのみをする予定でしたが、途中か

ら突然、私たちI'm possibleチームと、試合に参加していたサッカ
ーチームとでの練習試合が始まり、みんなで混ざって一緒にサッ
カーを楽しむことができました。

やはりスポーツをすることで障がい者と健常者という区分がな
くなり、お互いに偏見なく接することができると感じました。ま
たこの経験での子どもたちの様子や、応援に来ていた保護者の様

子を見て、日本との「サポートされる側の感情の差」というもの
を実感しました。


